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長柄　 今のところインドと考えていますけれども、
もしかして、もっと古いのが出るかも分からないで
すね。インドに関していえば、インダス期の紀元前
2000 年以前の遺跡の青銅製品をずっと調べているん
ですけれども、今のところ一番古いのはこのマフル
ジャリ遺跡出土の銅鋺です。

三船　 マフルジャリ遺跡は、紀元前 800 年ですね。

長柄　 そうです。

三船　 どうもありがとうございました。それでは、
ここで休憩を取り、第Ⅱ部の討論会を始めたいと思い
ます。

【 第Ⅱ部　討論会 】
　
三船　 第Ⅰ部の４名の方の話題提供を受けて、第Ⅱ
部の討論会「高岡銅器 四千年の旅 未来への道」を開
催いたします。残りあと 1 時間半くらいですが、いろ
いろなことを話題にしたいと思います。
　廣川先生にお聞きします。中国の青銅器文化は中国
独自に発達したのか、それとも、西から伝わって来た
のか、最新研究では、どのようになっているのでしょ
うか。

廣川　 基本的に中国の銅器研究は、やはり中国の研
究者の方がリードしているわけなんですが、当然、中
国では中華思想のもと、中国が起源であるという、そ
ういう観念はあると思います。一部、装身具などは、
やはり西方からの起源を持つ。そういう影響が入って
るんではないかとは思います。

三船　 この件に関しまして菅谷先生、いかがでしょ
うか。

菅谷　 私はちょっと廣川先生と違いまして、私が中
華思想に毒されているのか、中国で青銅器文化が興っ
てもいいんではないかと考えております。理由として
は、ごく初期の部分しか出てないようなことがあって、

西アジアとは直接比較できないんですが。
　先ほど、廣川先生が、パワーポイントに映された
3000 年ぐらいになると、全く違う文化、技術になる。
技術は、東アジア系は鋳造が多くで、西アジア系は鍛
造が多い。金を熔かすか叩いていくという違いがあ
る。製品の形態も殷の青銅鏡でも中国のものはハンド
ル（柄）がない。西アジアのものはハンドルが、一般
的に付いている。そういう違いもあります。ヨーロッ
パの学者は中華思想の反対で、彼らはヨーロッパ中心
主義なんで。私はそう思いますね。

三船　 中国の青銅器の造形が日本に伝わるまでの大
きな流れを、廣川先生お願できますでしょうか。

廣川　 私のお話で省いたところです。お話しました
古代の青銅祭器というのは、秦の始皇帝が登場した時
期に衰退いたします。ただ、周の文化というのは、儒
教の上で非常に重要視されました。その周の時代の代
表的な工芸品であります青銅祭器というのは、格別の
意識を持たれたようであります。漢の時代、それから
唐の時代を通しまして、霊力を持ったもの、魔力を持っ
たものと考えられまして珍重されました。
　さらに 1000 年ぐらい前の宋の時代から、その中国
の古銅器を収集すること、そしてそれを持っているこ
とが中華の思想の象徴的な役割を果たすと。あるいは
支配者ですと、歴代の王朝の正統を継ぐ、そういうシ
ンボルだというふうに考えられました。
　青銅器を収集することを非常に熱心におこないま
す。で、熱心に集められますと数が足りませんので、
その写し（模倣品：仿古銅器）が作られるようになり
ます。宋の時代から元、明、清の時代にかけまして、
写しがたくさん作られます（図 17.18）。
　それが単なるコピー、偽物ではなく、その時期の独
自の金属工芸品として技術的に評価されたものもござ
います。そういうところから、中国古代の青銅祭器の
造形とか、紋様モチーフというのが、そのまま受け継
がれて、今に至ります。
　日本におきましては、大体、室町時代ぐらいから、
その当時の写しが中国から大量に輸入されまして、花
生けとか、香炉、それから、仏具の類といったものが、
いわゆる唐物として根付きました。
　特に江戸時代に入りますと、香道、あるいはお花の
華道とか、あるいは茶道の世界におきまして、唐物の
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名品という形で受け継がれ、さらにそれらを写した日
本製の香炉とか花入れも作られていくということで、
造形的、紋様的にもそういう中国古代の青銅祭器が間
接的にではありますが受け継がれていくという形であ
ると思っております。

三船　 青銅器の写しの流れがよくわかりました。菅
谷先生、青銅器そのものの伝播は。

菅谷　 日本に青銅器が入ってくるのは、弥生時代の
前期、中期、後期と分けて、前期のおしまいだという
人と、中期の初めだという人がいます。そのとき、最
初に入ってきたのは、朝鮮半島経由で入ってきます。
非常に精巧に組み合わせた柄をもつ剣などが入ってき
ます。現在の韓国の太田市の周辺を中心に作っていた
んじゃないかといわれることもあるようです。
　中国大陸にはない、朝鮮半島にしかない青銅器が弥
生時代の中期から後期の初めにかけて入りだしまし
て、中国から日本列島に船で直に来たんではなしに、
現在の北朝鮮から韓国へ入って、朝鮮半島を経由して
来ている。途中から、現在の北朝鮮ではなしに、韓国
の西南部の辺に入り込んで、それが日本へ来るという
ような、時期によって変わる交通網があったようです
ね。

三船　 金属器が日本列島に入って、青銅器と鉄器が
使われるわけですが、実用品ではない青銅器の使われ
方、その日本列島での発達に特徴はあるのでしょうか。

菅谷　 青銅品の多分 98 パーセントぐらいは非日常。
日常にはなくても困らない器物です。でも、2 パーセ
ントぐらいが、一種のナイフですね。木工具を作った
りするときのヤリガンナです。和歌山県田辺市でも出
土しています。原則として日常生活のものに銅（青銅）
を使ったということは、1、2 パーセントいくか、い
かないか。あとの部分は、銅鐸を作って、お祭りの道
具である銅剣や銅鉾・鏡を作っています。これも、鏡
も顔を映すんではなしに、多分、お祭りの道具にした
りしています。先ほど廣川先生がおっしゃった、その
中国の青銅器の初めは、国家のお祭りだと。それを持っ
ていることが、国王であるというようなことと同じよ
うに、そういう身分のシンボルであったり、宗教の道
具であったりするようなこと。

　それが現在までつながっているのは、神社に鏡を掛
けているところが多いという、まさにそれだと思うん
ですね。

三船　 古墳時代になると、いきなり中国鏡にも負け
ない精緻な紋様の大型鏡を作ります。徐々に上手にな
るという段階が見られなくて、いきなり列島独自の紋
様の鏡で鋳造技術の高いものが作られるという状況
は、どういう人の動きや、製品・技術の伝播があった
んでしょうか。

菅谷　 鏡という顔を映す中国の鏡は、大きいもので
も、直径で 20 センチ前後のものが多い。日本列島に
は 50 センチのものもあるのに、そういうものが、中
国とか朝鮮半島では類似のものが 1 枚も出ておりませ
ん。これらは日本製だという説と、製品として日本に
輸出するために中国なり、現在の中国の東北、旧満州
の辺りで作って、日本へもっぱら輸出してきたんだと
いう説がありまして。これは、もう数十年間考古学の
世界では議論の中心であります。国産説を取る人が少
ないです。輸入品説を取る人が 90 パーセントぐらい。
国産説を取るのは 10 パーセントないかも分かりませ
んね。もう 1 人か 2 人になってしまいまして。その 1
人か 2 人が私なんですけども。
　古墳時代になると、なぜ急に技術がステップアップ
したかというと、古墳時代の初めに鋳造技術を持つ人
たちは、少しのちの日本語では「部民」と言います。
売り買いもできるぐらい、自由に王や豪族などの命令
でどこでも行かないかんわけです。古墳時代となると、
中国大陸最先端技術を持つ人たちを日本に連れてくる
ことは簡単だったんですね。だから、助走なしで、ホッ
プステップなしでジャンプのものしかないという鏡の
現象になったというのが私の考え方なんです。もちろ
ん人と青銅品も入ってくるでしょうけど、日本独自の
紋様のものしかないのは、特別に作ったんではなしに、
日本へ来た人たちが日本のクライアントの意向を汲ん
で、ああいうもんを作ったんではないかと思いますね。

三船　 ありがとうございました。長柄先生にお聞き
します。先ほど、高錫青銅のご発表をしていただきま
した。古代の青銅鏡は銀白色なので、錫を 22、23 パー
セント含む高錫青銅で鋳造されています。特殊な成分
配合なので、現代の高岡銅器でも、ほとんど使わない
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配分です。日本列島の鏡、あるいは、中国の鏡も含め
て、成分の変化はあったのでしょうか。

長柄　 成分の変化について、調査をしている方はい
ます。そもそもは銅と錫と鉛の合金で、それが大体、
錫が 24 パーセント、鉛が 6 パーセントとか、そういっ
たものが、もともと中国にあって、その中国鏡の特徴
であったということなんです。日本に移って、いろん
な事情があって、鉛の量が 20 パーセントに増えると
かいうこともあったようです。もっと新しくなると、
亜鉛が使われてくる。真鍮鏡が出現してきたことも知
られています。あと、珍しいところでは、ヒ素銅が使
われているということもあります。

三船　 青銅鏡は裏側にいろんな紋様があり、表面の
鏡面をピカピカに磨いて顔を映します。いくら磨いて
も鏡面が曇った下手な鋳造技術では使い物にならない
ので、かなり、総合的に難しい鋳造品だと思うのです
が、いかがでしょうか。

長柄　 基本的に、高錫青銅鏡が脆いというのは、最
大の弱点です。鏡ですから、脆くて当たり前なんです
けども。そういった点では、複雑な形状を持つものは、
青銅の凝固時の収縮とか、あと、鋳型に拘束されると
いった理由で作りにくいということは、容易に想像は
つきます。先ほどの南インドのアランムラミラーにつ
きましては、平たい、薄い板ですので、まだ鋳造しや
すいのかなということはいえると思います（図 19）。
錫が 32、33 パーセント入った高錫青銅で、部分的に
厚さが異なり、鏡面が反った三角縁神獣鏡ができるか
といえば、極めて困難だと思われます。

三船　 ありがとうございました。大熊先生にお聞き
します。日本では、江戸時代に青銅鏡がたくさん作ら
れますが、銅の成分が増えて、錫アマルガム（錫・水
銀の合金）を使って鏡研ぎをするようになります。そ
の鏡背の紋様も非常に、何ていうんですかね、異常な
ぐらい細かい精緻なものができます。全体の鏡の流れ
から見ると、ちょっと変わった、ポッと花が開くよう
な感じがするんですけれども、江戸の鏡をどのように
思われますでしょうか。

大熊　 もう刀の鍔
つ ば

なんかと全く同じなんですね。考

え方が。背面の部分に装飾が増殖していく。これは実
用品にもなり得るのですけども、実のところは、所有
すること自体が、ステータスであった。神権的な意味
のステータスじゃなくて、おしゃれとしてのステータ
ス。あるいは、これだけのものが買えるという、一種
のみせびらかしです。あるテレビ番組関係でよく私の
所に同じような青銅鏡の写真が送られてくるんです
ね。当然、かなり大量に作られたものが多いのですけ
ど、中には、オーダーメードのような良質な作例も現
れることがある。それは、裕福な階層のステータス品
であったといえます。
　実は鏡面の部分というのは、今、おっしゃったよう
に、常にメンテナンスしないと曇る。とにかく所有し
ていること自体が喜び、あるいは、買えるということ
が喜びという時代が江戸時代の中期ぐらいから展開し
ていきますので、そういう点では、古代の鏡の在り方
とは全く意味合いが違ってきているというふうにいえ
ると思います。

三船　 その鏡研ぎの人が富山県に多かったというお
話を以前お聞きしましたが。

菅谷　 江戸時代は、鏡研ぎの人が出稼ぎで、現在の
富山県の氷見の人が冬になると江戸へ出て行きまし
て、江戸の八百ハ町をめぐって、鏡を美しくしてい
た。たらいを一つと砥石と、それから得体の知れない
箱、これが、アマルガムの材料や酢酸とかの入った箱
を持ち歩いて、「こんにちは」と言って、商家なんか
の鏡を磨いてくるわけです。その人たちは、大正の初
めからだんだんと失職しました。青銅がガラスの鏡に
なりましたので。しかし、実際には、ガラスの鏡はも
うちょっとあとになります。大正の中頃からおしまい
に、ガラスの鏡に変わりました。
　その鏡研ぎの人たちは、その後、何をしたかという
と東京で風呂屋を始めました。東京のデータがあり、
現在の風呂屋さんはみんな東京で生まれたんですが、
その何代か前の人は、私の先祖は富山県だというのが、
圧倒的に多いんですね。
　で、関西は京都か大阪を、そういう研ぎ師が回る。
多分、金沢も大きな城下町ですから、鏡を持ってる人
が多い。氷見の鏡研ぎ師というのは、非常に有名なん
ですね。なぜかよく分かりませんけど。氷見の人が冬
場の出稼ぎとしていきました。

仿古銅器の香炉 （明代 ) 泉屋博古館蔵
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フレーム ： 真鍮  
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大熊　 江戸時代の後期になると、さまざまな職業の
起源について説く書物が種々出版されるようになりま
すが、それらを読むと、神代の昔からそういう職業が
あったのだというような記述がみられます。今、菅谷
先生がおっしゃったように、最後に、風呂屋さんに行
きつくとすれば、鏡研ぎは特殊な技能職であると同時
に、一種の賤業であるという、ちょっとアンビバレン
スな性格を持った特殊な地位にあったと考える研究者
も居られるようです。そうだとすると、普段は使わな
い、あるいは、日常的には知られてない薬品といいま
すか、薬剤を鏡研ぎに使うというところも関係してる
のですか。

菅谷　 特殊というと、ちょっと誤解を受けたらいか
んのですけど。江戸時代は自分が住んでいる町から、
よそへと行くのは許可制でした。今のように切符買え
ば行けるのと違います。許可制でしたんで、領主さま、
天領なら代官、城下町ならそこの殿さんの、郡奉行と
いうような人たちが、許可しないと行けないんですね。
だから、鏡研ぎ師は特殊な人というより、技能を持っ
た人を藩が送り込んでたというように考えたほうがい
いかも分かりませんね。
　それから、鋳造の出吹きするときも、当然、何人も
職人さんが行くわけですから、許可を取って行く。特
殊という単語を、特殊なスペシャルな技術を持ってい
るというふうに考えたほうがいいんではと思います
ね。

大熊　 そうですね。私も賛成です。

三船　 先ほど大熊先生のご発表にもありました、純
錫の製品（図 20）がいまよく売れているということ
ですけれど、廣川先生、中国の鋳造品の歴史の中で、
錫で何かを作ったということはあるんでしょうか。

廣川　 錫単体（純錫）っていうのは、非常に少ない
です。3000 年ぐらい前の時代に錫器というのはある
んですが、基本的には銅と混ぜる。あるいは、表面に
塗布する。メッキする。そういう形で使われるものが
非常に多いですね。

三船　 今のお話ですと、錫が 90 パーセントぐらいで、

銅が少し入ってるっていうことですか。

廣川　 分析値をよく見ていないないんですが、基本
的には純錫。

三船　 純錫ですか。

廣川　 はい。

三船　 鉛製品はありますか。

廣川　 鉛のもののほうが、錫よりも多いかもしれな
いですね。鉛

え ん き

器と呼ばれていますが意外と多いです。

三船　 日本列島でもそういうものあったんでしょう
か。

菅谷　 日本列島は弥生時代に錫の腕輪が福岡市など
で出てくるし、それから古墳時代の後期になるとイヤ
リングに錫だけのものが兵庫県で出てくるし。鉛だけ
のものも兵庫県で出ていますね。

三船　 青銅器時代になぜ青銅で作らないで、鉛の容
器が作られるのですか。

廣川　 基本的には、非常に少ないんです。これは私
の勝手な想像なんですが、出来上がったときに銀色を
してるだろうと。大多数の説ではなく私の想像ですが、
特に、殷の時代では、王侯クラスのかなり立派な青銅
器っていうのは、高錫青銅なんで、銀色しています。
それを模倣しようと思うと、やはり、錫とか鉛で作る
のは取りあえず手っ取り早いから。これは、単に私の
推測です。

三船　 大熊先生。大阪の錫器などは、どういった流
れなのでしょうか。

大熊 　ヨーロッパでもルネサンス以降に、錫製の食
器っていうのは結構作られるようになるのです。それ
までは、ほとんどヨーロッパの庶民が用いる食器は木
製でした。これが王侯、貴族以外も、金属器を使える
ようになった。その材が錫です。だからヨーロッパで
は錫器は、「貧乏人の銀器」って呼ばれた。つまり本

廣川氏 発表風景現代の純錫製品 （能作の錫製テーブルウェア）
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当の銀器を扱えないようなクラスが、ピカピカ光る自
慢の金属器として使うのが錫器である。ですから、今、
廣川先生がおっしゃったこと、全く符号する話です。
見た目の銀のイミテーションということです。それに
加えて、錫は、比較的細かい細工がしやすい。この二
つの理由が重なるなかで、日本でも近世期以降に関西
での錫器の出現、展開がみられたのではないかと考え
られます。

三船　 ありがとうございます。菅谷先生。青銅器で
作られた今までのものを大きく区分すると、容器、武
器などがありますが。

菅谷　 一番古いのは武器だと思いますね。その後、
銅鐸。ともに祭祀の道具。それから、鏡。それから、
あと、出てくるのは先ほど高錫青銅だといわれたが古
墳時代の後期以降になると出てきます。容器です。お
もに鉢です。
　ただ、日本では、中国と違って出てこなかったのが
銀とか金器は出てこないんですね。もともと中国の伝
統文化に金器、銀器はなかったんですけど、中央アジ
アからペルシャとかソクドが入ってくると、金器、銀
器がいっぺんに増えるんです。中国文明では金器、銀
器はやっぱり、あまり流行らなかった。不思議と流行
らないんですよね。
　日本は中国文明の末裔ですから、金器、銀器は流行
らなかった。正倉院の宝物見ても、銀はまだたくさん
あるんですけど、金のものは、針 1 本とお箸しかない
んですね。

三船　 廣川先生、青銅器で作られてきたものを振り
返ってみて、青銅器の特性を生かして区分けするよう
な作業はできますでしょうか。

廣川　 やはり、実用器と祭器に分けられます。実用
器の中では工具。それから、特に中国では、武器とし
てかなり長い期間使っているのが大きな特徴です。そ
れからもう一点は、銅（青銅）で作る貨幣ですね。こ
れは 1000 年ぐらい前の宋の時代になりますと、完全
に実体経済では、銀決済になるんですが、それでも銅
銭を作り続けまして。それこそラストエンペラーの清
朝の時代に至るまで穴あきの銅銭。もう国家の、なん
と申しますか、権威を象徴するような扱いを受けてい

て、制銭とかいわれています。今の 1 ドル紙幣みたい
な形で作られています。
　ですから、実用品プラス国家の権威を象徴する用途
でも使われた中国では、銅が格別な金属だっただろう
と思います。

三船　 考古学の菅谷先生と、廣川先生にあらためて
お聞きします。青銅器使用の途中、東アジアで鉄器が
登場するわけですけども、石器の中に青銅器が登場す
るのとは違った意味合いが出てくるのでは。鉄器が登
場したときに、いきなり鉄器に変わるわけではなく、
並行して青銅器と使われると思われますが、その辺り
の社会現象というか、どういうふうに捉えたらいいん
でしょうか。

菅谷　 例えば先ほど武器の話が出ましたが、弓矢の
矢ですね。矢の先に付ける鏃

やじり

は古墳時代の初めぐらい
までは青銅ばかりなんです。その中でも、ポロポロと
いう表現をしますが、鉄製の鏃がポロポロとが入り出
すんです。古墳時代の中期になると、全く鉄に一変し
てしまいます。青銅のものは、ないと思いますね。
　だから、鏃は青銅から鉄へきれいに変わるんです。
それじゃ、稲刈りの道具とかいうのは、朝鮮半島では
青銅のものが、まだ出土するんですけど、日本列島で
はもう最初から鉄で稲刈りをやる。もしくは、貝です
ね。貝殻でやるとかになっていきますよね。
　日本で、入手できない人は、樫の木で作って稲刈り
するというようなこともしておりまして。どうも、銅
と鉄は別の文化で発達していって、古墳時代のおしま
いぐらいで、ようやく成りかわるという方向へいくん
やないでしょうか。
　古墳時代の中期になると、もう、青銅で作るという
のは鏡以外考えられないと思います。古墳時代中期か
ら後期になって馬に乗るようになります。馬に乗る鞍
とか、馬体を飾る装飾品が流行します。それはほとん
ど銅で作る。もしくは鉄で作っても、その上に銅板を
かぶせるというようなことをします。理由としては、
鉄に金メッキはできない。銅には金メッキがすぐでき
ますので、それで、金メッキした銅板をはめるという
ような。鉄と銅は分業して、ベース部分は鉄で、装飾
部分は銅でというような複雑な工程になっていきます
ね。
　歴史時代の釣鐘なんかも鋳鉄の釣鐘も確かにありま

長柄氏 発表風景三船温尚 富山大学 地域連携推進機構 副機構長
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すが、多くは青銅です。仏像も鋳鉄の仏像が愛知県と
か埼玉県を中心にして、鎌倉、室町などにちょっとず
つありますが、全国的には広がらずに、仏像を金属で
作るとしたら、原則、やはり銅（青銅）で作ります。
　奈良時代に銀で作ったものは二つありますけど。こ
れはまた別の話だと思うんですけどね。

廣川　 中国古代だけの話なんですが銅は金という文
字で表され、鉄は悪い金、とかいう表記をされていま
して、どうやら使い分けはされていたようです。
　特に鉄は実用利器一辺倒でした。鉄は腐食してしま
いますから、古代では日常のそのとき限りのもので、
何代にもわたって使うという用途では使わなかったよ
うです。ただ、混乱した時代で、銅の供給が止まった
とき、ちょうど古墳時代中期ぐらい、銅がない国で、
鉄で鏡を作ったり、貨幣を作ったりということも、よ
く行われていました。
　銅の代用品で使われたことも多いんですが、基本的
には、鉄は銅の下という感じで見られていて、それが
1000 年ぐらい前の宋の時代から、鉄で仏像を作った
り、大きな鋳物を作ったりということもやり始めるん
です。5 メートル以上の大きな鉄塔も作られるんです
が、さほど鉄が銅に替わるっていうことはなかったよ
うです。

三船　 ありがとうございました。大熊先生。明治の
万博に高岡銅器の特徴的なものを大量に作って出品す
るわけですけれども、近世の青銅の工芸品というのは、
どのように流れていったんでしょうか。

大熊　 そもそもヨーロッパでは、古代を別とすれば、
器としての青銅器というのは、工芸品としてほとんど
作られてないんですよ。だからこそ、江戸時代に来日
したオルコックなども驚いたし、明治期に万博に出品
されたときには、銅の合金、青銅でこれほどまでの高
級工芸品が作れるものなのかと賞賛されたわけです。
ここまで細かい装飾、それから、浮き彫り、透かし彫
りが鋳造という技術で成し遂げられている。それを可
能とした、日本の工芸技術はおそるべき高水準のもの
であると驚かれた。
　それでは、青銅では何を作るのか。銅像と教会の鐘。
それから、一部の室内装飾品なのですが、それ以外は
ほとんど武具として、武器の材料として青銅が使われ

ている。
　20 世紀になってもそう事情は変わらず、ヒトラー
がなぜヨーロッパ制覇に失敗したか。一つの理由とし
て、十分な銅の備蓄が足りないまんま戦争に突入し
ちゃったからだって主張するヨーロッパの軍事史家が
居るぐらいなのです。
　実はヨーロッパでは、青銅の材料自体が工芸品には
あまり向かなかった。なぜかというと、重たいからな
のです。重たいし、取り扱いにくく、当時、毒性が強
いと考えられていた緑青を吹く。だから、室内では、
せいぜい装飾品の一部に用いられるくらいであった。
　そこが、平安時代なんかに、全面鍍金を施した青銅
器で舎利容器を創り出してしまうような日本とは大い
に異なる。ヨーロッパでは、そういう使われ方はあま
りされなかったわけですね。そして、今度は 19 世紀
のアーツアンドクラフツ運動の前後からは、金属では
鉄が建築材料として、さらには装飾材料として盛んに
用いられていくようになる。そういう端境期に、日本
人は、なんでこの青銅だけでこれほどの高品質の器物
が作れるのか。しかも、巨大で歪みがない。割れがな
い。装飾は細かいと。これは、やっぱり圧倒的な驚き
をもって迎えられたし、裕福で眼のある人々は競って
コレクションしたがったのです。
　そして、日本の青銅器には彫金の技術が多用されて
いて、誠にきらびやかであることも人気を呼びました。
それから、色合いですよね。さまざまな金属の色合い。
煮色や焼き付けなど、さまざまな技法で色合いが豊か
だ。これはヨーロッパ人には、とっても真似ができな
いという驚きはあったと思います（図 21・22・23）。

三船　 青銅器の中で、長期間作られた種類として鏡
があります。今から 100 年ぐらい前にガラスの板が
作られ始めて、日本でもガラスの鏡に変わっていくわ
けです。中国で一番古い青銅鏡が紀元前 2000 年ぐら
いですか。そうすると、4000 年ぐらいずっと青銅鏡
は東アジアで作られてきた。ところが、製品の変化に
伴って技術も廃れていき、100 年前にガラスの鏡が登
場して、その後に全ての鏡鋳造の技術が消えてしまっ
た。
　社会需要がなくなると、その製品と技術が消えてし
まうという状況は、歴史が示しているわけです。この
後、Ⅱ部の後半部分では、社会需要とこれからの鋳物、
鋳造品について、いろんな角度から話をしていきたい

横山彌左衛門  《武人文大香炉》
明治 10 年 (1877) 高岡市美術館蔵
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室江丹長 《鼠置物》 明治期

22
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　これは、300 年から 400 年ぐらい後の文献からいわ
れているんですが、周を建国しました武王という王様
がいて、その弟で、実質的に周の社会体制を作った周
公旦という人が、殷という王朝は酒の飲み過ぎで、酒
乱で国を滅ぼしたため、お酒は周においては、祀りの
とき以外は飲むなという厳しい令を出したとかいう話
もございまして。そういうところで、殷の行き過ぎた
酒の儀礼というのが、やはり改められていったのかも
しれないです。
　もう一つ最近いわれているのは、お酒自体もちょっ
と変わってきて、殷のときは何種類かあったお酒が、
周になるとある程度制度化された中で使われるように
なって、あんまり多くの種類の器が必要なくなったと
考える人も最近出てきております。

参加者Ａ　 そのお酒の種類ですけども。ビールは昔
から西アジアにはあったかもしれませんけど、中国で
はワインとか、種類につきまして、何か。

廣川　 基本的、雑穀酒です。今から 2300 ～ 2400 年
ぐらい前の古い文献の中でいわれているのは、いわゆ
る醸造酒で、甘酒みたいな、ドロっとした濁り酒みた
いな、酒かすを取らない雑穀酒が中心だったんじゃな
いかと。特に、黒キビを使ったお酒っていうのもあっ
たようでありまして。それと香りの強い薬草とカクテ
ルして使ったとか、儀式の場面場面でお酒を使い分け
たという記載がございます。

長柄　 フェーズ ダイアグラムの話は、短い時間で説
明しにくいので、今回省かせていただきました。基本
的には、必ずそういった話をしますし、私も学生への
授業の中では丁寧に説明しているところです。
　銅と錫に関しては、錫の量を変えていくことによっ
て、いろんな金属の相というのができます。アルファ、
ベータ、ガンマ、デルタ、イプシロン、イーターといっ
た非常に多様な相が出ます。一番普通の純銅、軟らか
い純銅は、アルファ相と呼ばれるものです。錫を 15
パーセント以上入れて、高錫青銅にしてから、高い温
度にすると、ベータ相といって、鉄と同じような結晶
構造になります。鉄というのは、叩くと曲がりますし、
鍛金などがしやすい。高錫青銅であっても高温で熱処
理型をして叩けるというのは、そういう理由です。だ
から銅の結晶が鉄の結晶の形に変わって変形しやすく

と思います。
　ここで、会場からⅠ部の話題提供と、Ⅱ部の前半ま
でで、何かご質問がございましたら。いかがでしょう
か。

参加者Ａ 　廣川先生と、長柄先生に一つずつお尋ね
したいことがあります。
　まず、廣川先生に。中国古代の青銅器の、お酒に関
する器（図 24・25・26）には、難しい漢字の銘文が
鋳造されています（図 27）。全然読めないんですけど
も。殷代から周代に変わったときに、殷では酒を貯蔵
する、飲む、取り分ける、あるいは神様に捧げたりす
るが、周になると急に数が減る。この辺をどのように
考えたらいいのか。多分、現在の中国人にも、酒を好
む人と好まない人、あるいは飲める人、飲めない人が
居るということなので、民族的なものが殷周で変わっ
たのかをお尋ねしたいっていうのが、一つと。
　もう一つは、長柄先生に。以前、私何十年も前に、
教科書で青銅（ブロンズ）なんですけども、銅とかの
錫のフェーズ ダイアグラム (Phase Diagram) という
もので説明を受けたことがあります。結構、単純な二
成分系状態図ですけども。例えば、金と銀とかあるい
はゲルマニウムと錫、ゲルマニウムとシリコンのよう
な単純な形じゃなくて、相当複雑だったような気がし
まして。その辺の説明というのは、最近はしないのか。
結構、金属化合物とか、あるいは、同じ組成でも、温
度が変わってくると結晶構造が変わったり。
　さらに、お話にも出ていましたけれども、この組織
ですね。組織が変わったりするということもあったり
して、一筋縄ではいかないんでしょうけども。
　それと、表面処理ですね。味噌焼き（青銅の表面に
硫黄を付着して加熱する表面処理技法）というのが話
題に出てました。表面処理というよりも、製品にいろ
んなことができるんじゃないかと思いました。その辺
のところも含めまして、新しい話題を提供していただ
ければ、ありがたいと思っています。

廣川　 おっしゃるとおり、殷代は酒に関する器がや
たらに多いです。それに対して、周に入りますと、今
度は食べ物に関する器が多くなってくるという変化が
ございます。それに対する解釈としましては、祀りの
形態が変わった、酒をやたら使う祀りからですね、食
に関する祀りに変わったという人が多いです。

爵 （酒を温める器 ： 殷後期）
泉屋博古館蔵     
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大橋三右衛門  

《鳳凰雉桜文浮象嵌花瓶》

明治期
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なります。それをゆっくり冷やすと、デルタ相といっ
て、とっても脆い、ガラスのように脆い金属結晶にな
るんです。そういう意味で、熱間鍛造が必要とか、あ
るいは焼き入れをすると軟らかくなるというのは、そ
の鉄の構造のまま、冷却できるんですね。それが維持
されて、そのままたたいても、割れないということが
おこります。こういうことは、極めて重要なことです
ので、本来、説明するべきだったんですけれども、今
回は省かせていただきました。
　味噌焼きなんですけれど、青銅の表面で硫黄がうま
く銅を喰ってくれますので、相対的に非常に錫の高い
状態が表面に形成されます。そのために、イプシロン
相（錫 38％・銅 62％）というのができまして、銀白
色になるというメカニズムになっています（図 28）。

参加者Ａ　 二成分系の話でしたけども、現在でした
ら、ピュアな銅とか錫が、入手できますんで、意図的
に第三成分、第四の成分を入れて、化学的に錆びにく
くなるとか、あるいは、色目がすごくよくなるとかい
うような何か新しい情報はありませんか。

長柄　 青銅器に関していえば、第三の成分としては
よく使うのは、鉛ですね。これは鋳造性能をよくする
とか、あと、切削性を上げるとか。そういった意味も
ありますし、安価な鉛を多く入れて、若干、素材の費
用を浮かせようという意図があったのかも知れませ
ん。あとは、砒素が多いもの。古代のものは砒素が多
いです。これは、もともと長登銅山でもそうなんです
が、そもそも鉱石に含まれておりまして、取り除けな
い砒素がそのまま入ってくるケースがあります。入っ
てきて悪いのかといいますと、砒素の場合は、若干入っ
ていったほうが少し硬くなりますし、あと耐食性能が
向上するというメリットもあります。多くなりすぎる
と、今度は鋳造したときに、人体に被害が及ぶので、
1 パーセントとか、そこらぐらいならいいということ
です。

【 休憩 】

三船　 それでは、Ⅱ部の後半に入ります。先ほど、
控室で「後半のポイントこんなところでどうでしょう
か」ってご提案しましたら、4 人の方から「非常に難

しい」と言われました。そういうご意見でしたが、こ
こでは、試みに、鋳物に 4 つの区分をしてみようと思
います。1つ目は「産業の鋳物」。2つ目は「芸術の鋳物」。
3 つ目が「趣味の鋳物」。4 つ目が「文化の鋳物」。産
業の鋳物、芸術の鋳物、趣味の鋳物は、実際に、鋳造
するモノの区分です。この 3 種類くらいに分けられな
いかと考えました。大熊先生からは、4 つ目の「文化
の鋳物って一体何だ」、「定義しづらい」ということで
ありました。文化の鋳物というのは、歴史、あるいは
行為といいますか。後半をこの 4 つの鋳物で討論でき
ないかと、ご提案いたしました。産業の鋳物は、社会
の製品需要がなくなると、技術も衰えて製品の質が低
下し、やがて技術も消えるというような状況がありま
す。4 つに分けて今後の道を考えられないかと。大熊
先生いがでしょう。文化の鋳物って難しいですか。

大熊　 鋳物の文化だったら、すぐに理解できるのだ
けども。文化の鋳物ねえ。それは、土地の記憶だとか
歴史の記憶だとか、歴史化されたものをどうやって価
値付けるかという論点ですかね。そういうときに一番
分かりやすいのは、例えば、高岡は明治期の高岡銅器
の栄光という歴史に、いまだに縛られ、追われてる。
確かに、それは一つの文化のありようであるという見
方もできる。それから、街中に銅像がたくさん、もし
あるとすれば、それも文化としての鋳物であるという
いい方もできるかも知れませんけれども。ただし、実
体感がちょっとつかみにくいんですよね。文化として
鋳物を考えるというのは。
　他の方に伺いたいんですけど。どうですか、廣川先
生。文化の鋳物っていったときに。

廣川　 そうですね。文化と申しますと、やはり、社
会背景とか、その当時の政治背景、あるいは芸術的な
基盤とか、そういう実際に物を作るという現場ではな
く、それを取り巻く周辺の状況をふまえてそういう文
化というものになっていくと思いますので、これは文
化の鋳物だっていうよりは、何らかの歴史的な継続性
とかを見ながら全体で見て、文化っていう、後付けの
ような感じになるんではないかなと、漠然と思います。

大熊　 例えば、高岡の場合、金屋という街がある。
ここでは、かつて鋳物師たちが集って製作し、品々を
送り出し、生活も営んでいた。今でも、住まいや店舗

25

觚
こ

（飲酒器 ： 殷後期）

泉屋博古館蔵

26

尊
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（酒を供える器 ： 殷後期）

泉屋博古館蔵
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の裏手に工房が全てなくなったわけではない。だから
金屋は、文化としての鋳物という土地の記憶が形象化
された場所であるといういい方もできるかもしれな
い。しかし、その文化としての鋳物といったときには、
遺跡や鋳物そのものが残されているだけでは駄目だと
思うんですよ。今も生き続けている、生産の現場であ
るという、動いている鋳物と連動してないと、それは
単なる文化遺産でしょ、文化財でしょということに、
なってしまいませんか。
　文化というのは、かつてこういう形で展開していた。
今も、このようにやっているという姿がなければ駄目
なわけで、それを高岡に当てはめた場合に、生産効率
という点から、現場を銅器団地に移してしまった。そ
の段階で、金屋はもう抜け殻になってしまったと感じ
られる。これを文化の姿と呼べるのだろうか。だから、
なかなか文化として鋳物ってのは、語るのは難しいと
思います。

三船　 銅器といういい方していますが、実際には純
銅で作っているわけではなくて、錫や鉛を混ぜた青銅
で作っている。銅像といっても、純銅で作っているわ
けではなくて、青銅で作っているので、呼び名として
は紛らわしい。高岡銅器というのは、大熊先生のお話
にもあったように、高岡金属鋳造産業だと。実際に、
アルミニウムも、錫もやってるということで、広く捉
えてもいいんだと思うんですけれども。
　世界中で高岡ほどの規模の鋳物の産業の街が果たし
てあるのか。皆さん、海外で調査などされていると思
うのですが、ほかにご存じの方があれば。

大熊　 そう数があるようには思えない。ヨーロッパ
の場合には、18 世紀の後半から 19 世紀にかけて、イ
ギリスとドイツが銅の生産業の拠点を握っていた。と
りわけ、イギリスは、長い間、銅の相場を決める権力
を振るっていた。東南アジアでは、今、その鉱山はほ
とんど閉まっちゃっていますけども、マレーシアが一
時期、世界第 3 位の銅の産出および精錬を行っていた。
ところがマレーシアで、高岡と同じような、特産のマ
レーシア銅器で知られた街があるかっていうと、聞い
たことがない。ヨーロッパも、ありえません。ないで
す。だから、さきほど、韓国の事例聞いて、びっくり
しちゃって。それで産地形成してんですかと思ったん
ですけども。菅谷先生、中国にはあるんですか？

菅谷　 中国は大きな北京とか上海とかは、今から 30
年ぐらい前まで、1980 年ぐらいまで、どの町にも鋳
造業者、鋳造工房がありました。本当にいろんなもの
を作ってましたね。農具のトラクターの刃が折れたら、
鉄ですぐ作れないんで、青銅で作る。それはめ込んで。
そのような情況を 1979 年から 80 年の人民公社の最
終期には見ました。最近は、北京の郊外にあった工房
も、全くなくなりましたし、西安にあった工房もなく
なりましたんで。もう中国大陸ではない。
　三船先生と調査一緒にさせてもらった雲南省では、
15 年ほど前、まだ、その辺だけで通じる鋳鉄の町が
ありました（図 29）。鋤先、農業で使う鋤ですね。鍬
鋤の鋤の先を作る村があったりして。中国広いですん
で、どっかないか言われると、あるかも分からんし、
ないかも分らんし。
　それから、私見たうちで、一番大きかったのはベト
ナムのサイゴンの郊外で、「これ日本に仏具を輸出す
るんだ」って言って。ものすごく大きい鋳銅産地形成
がされてまして。日本の仏壇も安いものは、ベトナム
製が多いんです。それのセットで入ってくる青銅製仏
具と仏壇の飾り金具を。一時はプラスチックで金メッ
キしていたんですけど、今はもうほとんどが、また、
銅に戻りまして。そっちのほうが安いんで。銅は大き
さもすぐさま変えられる。プラスチックの金型作って
大変になるんで。そういうので、サイゴン郊外には銅
工場が国道筋にできてましたね。

三船　 高岡ほど一大生産地を作っているところは、
他にはないということですね。

菅谷　 ないんでしょうね。

大熊　 ヨーロッパとか、東南アジアでも、棒を作る
んですよ。金属棒。そこから輸出して、あるいは、国
内でも作るところもあれば、それを加工してくださ
いっていう材料を作るんです。材料から器を作るとか、
結晶物を作るっていうようなことで産地形成されるっ
て聞いたことないし、銅に限らず南部鉄器なども、特
殊な形態だと思います。

三船 　恐らく高岡は世界で唯一の大規模の銅器産地
ですね。韓国でもインド、中国でも、一軒一軒、ある
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いは数軒はある。日本でも梵鐘屋さんが滋賀や茨城に
あるけれども、高岡ほど多種が集まってやっている産
地はない。そうしたときに、産業の鋳物、芸術の鋳物、
趣味の鋳物、文化の鋳物と私が定義したのは、これま
で、高岡は産業の鋳物でほとんどを考えてきたからな
んです。4000 年の青銅器の流れの先端、歴史の最前
線にわれわれは居るわけですけれど、産業はずっとこ
れまで意識されてきましたので、産業の鋳物以外を考
えてみたい。趣味の鋳物は、一般の人が自由に、とい
うと鋳物はそんなに簡単ではないと反論が来そうです
が、そうではなく、もっとシンプルな、初歩的な鋳造
でいいんですけれども、高岡のどこかに、そういう自
由な工房があって、市民の方が自由に鋳物ができるよ
うなことができないのかなと。大熊先生は、違う捉え
方をされましたね。先ほど。

大熊　 趣味の鋳物っていうと、例えば、今の町で売っ
ている盆景に乗せる蟹だとか橋だとか。あれが趣味の
鋳物なのかなと思っていたのですけど。今、伺うと、
結局、趣味の焼き物、陶芸っていうものと同じことで
すよね。果たして、鋳型を作ること以外に、熔けた金
属を注意深く流し込むことを、素人が本当にできるの
かどうか。それは、ちょっと私には分からない。でき
るのかもしれないし、できないのかもしれない。
　ただ、一つこういうことあるんですね。アメリカで
1950 年代のおしまいから、西海岸のほうで、スタジ
オグラス運動というのが起こったのですが、これは、
陶芸を手がけていた工芸家が、ガラスという素材を自
分の小さな窯で扱えないか、もっと自由にガラスで造
形できないのかと考え、望んだことが出発点でした。
それと同じように、プロフェッショナルがそばにつき
ながら、素人さんや若い人が、鋳物という方法で金属
を熔かして金属で形を作ることが自分でもできるのだ
と分かると、ひょっとしたら、趣味から芽生えて、さ
らには新しい金属造形が、可能になってくる可能性は
あり得るかもしれない。

三船　 先ほど長柄先生のご発表のアランムラミラー
では、坩堝（金属を熔かす容器）と鋳型を合わせて一
体化していますから、熔けた金属は見えない。熔けた
金属を汲んで、鋳型にコップから水を注ぎ入れるよう
な一般的な鋳造方法ではない。あの方法を使えば、誰
でもひっくり返せるわけで（p23《参考資料》）。失敗

するときは、誰でも失敗するんですから、それはもっ
と温度上げればいいと考える。あまり難しく考えて危
険だからとなってくると、何もできない。安全にでき
る方法もあるので、できる範囲で、そういったスペー
スが高岡にできて、いろんな人がそこに自由に行って、
鋳型を作る、熔かす、ひっくり返すという鋳造をして
帰る場所があれば、そのことから産業へも何か影響が
及ぶんではないかなと思います。高岡市民半分が鋳物
をそこでしたというようなところまでくると、随分変
わるんではないか。
　世界に唯一の銅器産地でそういうことをしていると
いうことが、大きなニュースになるだろうし、そういっ
たことで、産業だけにスポットを当てているのではな
いと示せる。そういう時代なんじゃないかなと、考え
ているんです。

大熊　 高岡のイオンで銅器メッセっていうのがあっ
て、そこで私も講演みたいことをしたのですけれども、
そのときに、高岡で生まれ育った人でいながら、実際
に高岡銅器をまとまって見たのは初めてですという方
が少なくなく、正直申して、旅の人どころか通りがか
りの人でしかない私など、それこそ驚きだった。高岡
銅器をそれまではよく知らなかったのですっていう人
も、結構、いらっしゃるんですね。高岡銅器に普段か
ら当然のごとく、空気や水のように人々が親しんでい
るという、そういう土壌が出来上がってないと、さあ、
今度一緒に作りましょうと言っても、なかなか興味を
持たないのではないでしょうか。
　萩焼と比較してみると、萩焼のほうは、完全に飽和
状態なのです。もう日本中の一般家庭では、新しい萩
焼の器なぞ要らないんですよ。以前、古池先生と一緒
に調査行ったのですけども、なんで売れないのかって
いうと、日本中で萩焼、ないしは萩焼っぽいのがどの
家庭にも、最低 1 個はあるから、飽和しちゃってる。
だから売れない。
　それでは、高岡銅器が日本中に飽和しているかって
いうと、そんな話は聞いたことがないです。東京で高
岡銅器を飾っている家なんて見たことないです。高岡
市内でも高岡銅器を持ってない家も多いわけですよ。
だからさっき言ったように、高岡銅器に初めてふれま
したと。高岡市民が、家に最低一個は高岡銅器が物心
ついたときからあって、高岡銅器ってこういうもんな
んだって知っていました。だから、さあ、自分もちょっ
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と作ってみたいという、そういうような風土、文化的
な土壌がないと、これはやっぱり、かけ離れちゃうか
もしれないって気がしますね。

三船　 「ものづくりデザイン科」という取り組みが高
岡市にあります（図 30・31）。高岡市が国に特区申請
をして教員免許を持たない職人さんが、小・中学校で
授業をする。ものづくりデザイン科は、小学校 5 年
生、6 年生、中学校 1 年生で、高岡市の全生徒が 3 年
間連続して体験します。1 年目に鋳造をやると、2 年
目には漆工をやるなど、高岡の伝統的地場産業の漆器、
鋳物、菅笠作りなどを体験します。そういう取り組み
もしているんですが、高岡銅器を語るときにせいぜい
400 年の歴史までしか辿らない。東アジア 4000 年の
歴史を辿り、なおかつ、他に産地がないということを、
ものづくりデザイン科の中で子どもたちに伝える。直
ぐに、銅器産業と結びつけるのではなくて、土で鋳型
を作り、金属を熔かせるという趣味の鋳物の自由工房
があって、ここ高岡では鋳物が特別なものではなく、
誰もができるというところに、新しいものが生まれる
のではないかと、期待をしてしまうんです。

大熊　 それは、産業観光という考え方に結びつくこ
とだと思うんですよ。産業観光をこれから高岡は官民
一体になって、本気で構想し、実現させていかないと、
北陸新幹線開業のときには、観光収益の全部美味しい
ところは、金沢がペンペン草も生えないほどさらって
いきます。それから、若い有能な人は、今までにない
ほどに高岡が首都圏に直結する分だけ、関西や中京圏
じゃなくて、進学や就職を機会に東京に出ていく事例
が多くなります。観光の面でも、高岡に宿泊する観光
客は誰も居なくなるのと反比例するかのように、市民
は競うように首都圏に出かけていく。そして、この街
には有能な若い人はみんな居なくなります。この暗い
未来予想は、これまでに新幹線が通った各地の地方小
都市の苦い歴史が実証していることなんですね。
　そうではなくて、ここだけで体験できる面白いこと
があるんだということを、高岡の売りにしていくこと
が出来ればいいなあと考えます。街の人だけじゃなく、
外から来た人も 2、3 日滞在すれば、そういうような
鋳物づくりの初歩だけでも、熔けた金属を扱うことだ
けでも体験できる。高岡は世界でも珍しい銅器をセー
ルスポイントにしている街で、そこでは、こんな珍し

くて面白い経験もできるんだと。そういう仕掛けが可
能じゃないかと思うのですが、あんまり市や県の人は
本気で聞いてくれない。

三船　 趣味の鋳物の話が、どこで出てきたかという
と。美術大学出身の若い人たちが集まって「かんか」
という工房を高岡市金屋町に作っていて、今年の 6 月
ころ、その人たちが金屋町公民館で、真

ま ね

土型（砂を粘
土で固めて焼成する陶製の鋳型。焼成して鋳造した真
土鋳型を粉砕して鋳型砂としてリサイクルする。南イ
ンドでは陶製鋳型の粉砕リサイクルを今もおこなって
いる（図 32））という、古くからある伝統的な鋳型材
料について、小さな討論会を開いた。その時に、高岡
銅器の現役の鋳物の職人さんも来られていて、明らか
に自分たちは産業の鋳物をやっているという立場でお
話しされた。「かんか」の人たちがテーマにした真土を、
高岡銅器産業でいまも使っている所は、もう 1 軒、2
軒くらいしかないか、もうないかもしれない。鋳造を
失敗しない樹脂や水ガラスで砂を固める新しい鋳型材
を、産業の鋳物では既に使っているわけです。
　そういう討論のなかで、産業の鋳物の人たちが、「か
んか」の人たちがこだわっている真土型の鋳物は、伝
統的な方法ではあるが、時間がかかるうえに失敗が多
いこともあって、それは趣味の鋳物だろうというよう
なことをおっしゃった。そのとき、私は、初めて高岡
に趣味の鋳物があることを認識しました。妄想を広げ
て、先ほど言ったような、誰でも簡単に趣味の鋳物が
できる施設があって、市民の人も自由に鋳造ができれ
ば、他にない大きな特色になる。一般の人も、鋳物を
体験でき楽しめる。
　もともと産業の鋳物はあった。作家がいるので芸術
の鋳物もあった。それで趣味の鋳物があると考えたら、
4 つ目の文化の鋳物ってのも、はっきりと正体は分か
らないけれど、おぼろげな資源として、あるのかなっ
ていう気がしました。

大熊　 工芸を文化資源として最大限活用し、観光資
源に育て上げていこうとする戦略は、金沢がそれこそ
国、県、市、民間の四身一体で取り組み、成果がみえ
つつあります。金沢は 5 年ぐらい前から盛んに首都圏
でプレゼン展開をしているし、関西でもよくプレゼン
をしています。観光客受けする観るところは多いし、
きらびやかなイメージはそなえているし、お土産の種

南インド ケララ州 真土型蠟型鋳造

工房の鋳造風景 （水差製作）

2009 年撮影
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類も豊富だし、その点では、高岡は金沢には絶対に勝
てません。そのまんまで、真っ向から勝負したら。金
沢を仮想敵国視するのもおこがましいし、金沢に憧れ、
マネをするのもみっともない。遠いヨーロッパの地で
のかつての成功事例だけを素材に組み立てた、理論の
みで実体感希薄な文化創造都市とやらの幻想に自己陶
酔するのは、さらに恥ずかしい話です。
　ところが、高岡銅器って言っていいのかどうか分か
んないですけど、高岡鋳物という線で攻めたときには、
金沢には有力な敵は存在していないのです。明治初期
の金沢銅器会社の一瞬の活動を除けば、金沢鋳物とい
うのはありませんからね。そうだとすれば、やっぱり、
これは有力な観光資源になり得るわけで、そのことを
行政もわれわれ市民ももう少し真剣に考えなくてはい
けない。例えば金屋なら金屋の街並みとも連動させ、
銅器団地だけはなく、金屋を中心とした街中でも金属
を熔かし、かたちを造る体験が気軽にできる場所とい
う新名所を、つくれないものだろうか。手を打たなけ
れば、なんの見所もない、宿泊する価値ゼロの観光客
通過の町で終わっちゃう可能性があるっていう危惧は
あります。

三船　 菅谷先生、廣川先生。この話題について、い
かがでしょうか。

廣川　 先週、泉屋博古館でワークショップをやりま
して。錫を熔かして、印を作ってみようという。想定
人数の倍以上の方が殺到してくださいました。金属を
熔かすっていうだけで、なかなかできないから来まし
たというお客さん、多ございました。自分で体験して
みたいなっていう、ニーズのある方って意外と多いん
だなと思いました。
　観光ではないんですが、去年の春に沖縄行ってきま
した。琉球ガラスの工房、誰でも、ほんのちょっとの
体験なんですが、できるというのが、ここかしこにあ
りましてですね。高岡で、鋳物が体験できるっていう、
そういう施設、あるいは機会っていうのがあれば、私
自身は行ってみたいなと思いますし、全国的に認知さ
れるっていうのは、特色のある街としてはいいんでは
ないかなと思います。

菅谷　 趣味の鋳物ですね。先ほど三船先生のほうは、
真土型から作ってという大変な、3 日ほどかかること

をおっしゃったんですけど。私、今の職場に勤めるま
で、滋賀県の大学に勤めていました。滋賀県には信楽
という窯業産地があります。あそこは、今、たぬきの
置物が売れないんです。全く。で、困っているんです。
たぬきの置物は、実は第二次世界大戦の最中ぐらいに
始まったんです。もう昔からあるかのようにみんな宣
伝しているんです。一つのものが続くのは、今の社会
なら 50 年代でしょうか。そういう産業とかは、必ず
どっかでリクリエイティブ、再生しないと同じもので
いかないと思うんですね。
　例えば、信楽でやっている陶芸実習も、何度も行き
ましたが、二つ方法がありまして。一つは三船先生が
おっしゃったような、自分で土こねて、貸窯といって、
窯に預けまして、その窯がそういうのでいっぱいに
なったら焼いてくれるわけです。だから半年待つか 1
年待つか分からない。鋳物なら自分で鋳型を作り、そ
こへ預ける。
　もう一つは、もう最初から茶碗とか灰皿を自分で
作って色付けして、預けといたら一週間ほどで、宅急
便で届くというのがありまして。学校とかの実習で、
そちらばっかしやっているわけですね。これは電気釜
で焼いています。
　だから体験のほうも二種類に分けるほうがいいと思
う。鋳造ということでは、金も銀も鋳造できますし、
もちろん、銅器の街に金、銀があるとおかしいってい
うのではないわけなんで。金、銀の鋳造なら、美しいし。
　僕は、南部鉄瓶の工場へ、もう 20 年ほど前ですか、
調査に行ったことがあって、あんなもの買って帰れな
いでしょ。高くて。20 年前も高くて、茶釜なんて買っ
て帰れなかった。だから、私が買って帰ったのは、そ
の年の干支の羊の頭が付いた栓抜き買って帰りまし
て、それは、今、わが家の唯一の栓抜きですね。
　それから文化の鋳物ですね。これは考えると、例え
ば、楽器なんてまさにそのものなんですね。小学校で
は、今もうやらなくなったと思うんですけども、木琴
が学校で練習すべきだったもので、最近は、縦笛がそ
うなっているんです。木琴なんかは、学校で使うよう
に音合わせをきっちりできると思うんでね。材質変え
て、そういうのを作るとか。
　それから、釣鐘はなかなか需要が少ないんで。それ
じゃ同じ釣鐘をやりながらも、お寺へ売り込むのは、
半鐘にしたらどうかと。半鐘かけがあって、半鐘がな
いお寺もいっぱいあります。山ん中のお寺は昔から、

《参考資料》 サザエさん一家の銅像原型
《参考資料》 三代 広重　《大日本物産図絵 越中国鉄

物細工之図》 明治初期
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大きい釣鐘を買えないので半鐘でした。
　半鐘もメロディーを奏でるように、厚さを変えて。
厚さを変えたら音が低なったり高くなったり、すぐで
きますから。たたく位置によって。今までの釣鐘や半
鐘は連絡用ですから、たたく所は 1 カ所しかないわ
けですね。3 カ所にして銅の厚みなどを変えるとメロ
ディーができますよね。そんなことも考えると、基幹
産業としての銅は別の生産物が出来ると思います。い
ろんなアイデアが生み出される余地は、まだある。先
ほど申しましたように、樹木葬の代わりに仏像葬なん
てのは、お寺か公園に仏像が立ってて、そこへ行くと
いうのは、いろんなことを考えるんで、新路線という
んでしょうか。古代以来の人たちは、皆それを考えて
きたわけですね。
　江戸時代が終わると刀鍛冶が一斉に仕事なくなった
わけです。今、刀鍛冶で登録されているのは 120 人
ぐらいです。実際に、日常的に刀打っているのは 50
人ぐらい。刀も高くなってきたんで、買ってくれな
い。人間国宝クラスの人は、需要があるんですけど、
1 年に 1 本売っても、大体 500 万円ぐらいなんで。な
んとかいけるということになるんですけど。若い人で
すと、一振り売っても 70 万とか 60 万、50 万ぐらい。
刀剣屋さんも取ると思うんで、すると手取り 30 万ぐ
らいなりますので。それでも、細々とでも、やっぱり
残ってるわけですね。
　その中で、江戸時代に刀鍛冶がたくさんいた所は、
別の鉄にシフトしていきました。岐阜県関市の刃物は
その代表です。今そういう曲がり角で。大熊先生が、「ア
ルミつこおてる。錫つこおてる。だから、銅器の街と
言うな」とおっしゃったんですけど、銅器の街という
のは、もうこれはシンボルマークでいいんやないかと、
勝手に理解していたんですけどね。ニックネームが付
いてる。古都京都なんていいますけど。1000 年の古
都いうても、全くウソですよね。実際、政治の中心が
都だったとしたら、江戸が 300 年やし、鎌倉があるし。
そんなんがあるけど、京都の人はうまいロゴを見つけ
た。高岡銅器の街も、ロゴとしては許されるんやない
かなと、私は深く思っております。

三船　 長柄先生。いかがですか。　趣味の鋳物。

長柄　 大熊先生のおっしゃった、産業観光を売りに
するという点については、本当に同意したいと思いま

す。いろんな工場があります。それぞれいろいろなも
のを作っておられて。それを見るだけでも勉強になり
ますし、さらにいうと自分で実際にそれを体験できる
という、経験はとても重要だと思いますね。僕自身が
鋳物を自由に作ることができませんので、たまにお手
伝いで鋳造実験するときには、実際に自分で金属を熔
かして、その熔けた金属の茜色の美しさというか、あ
れが注がれるときの、もう何ともいえない気持ちにな
ります。いつも、うっとりして見ているんですけど。
そういった経験は、実際にやってみないと分からない
ですし、その結果、できてきたものが欠陥品であって
も、やっぱりそれがいとおしいと思います。後ほど
3D プリンターの話が、出ると思うんですけど、3D
プリンターでやると、デザインしたものを機械のコン
ピュータに放り込んだら、チンってできるんですね。
そういったものにいとおしさを感じるのかなっていう
のは、思ってまして。そういった意味では、実際に産
業観光ってものを核にして、それを体験していくとい
うのは、いいことだと思います。

三船　 だんだんと残り時間も少なくなってきました。
金属 3D プリンターが登場して、高岡で鋳造をしてお
られる方は、脅威に感じてられているんじゃないかと
思います。そういう声もお聞きしましたので、長柄先
生に、金属 3D プリンターについてお伺いいたします。

長柄　 金属 3D プリンターは大別すると三つの方式
があります。一つは砂場にレーザーを照射して固めて
いくタイプ。この場合、砂場の砂は金属の粉末です。
もう一つは、その金属の粉末の砂場に電子ビームを入
れて、深く熔けこませて早く成形するタイプがありま
す。それと、これが一番面白いと僕は思っているんで
すけど。ダイレクト・メタル・デポジションという、
直接、熔けた金属を吹き付けて成形するタイプのもの
があります。
　それぞれ特徴があるんですけど、一般的に使われて
いるのは、レーザーが使われて、作られているものだ
と思います。こういったものは、なんというか、いい
ところ、悪いところ、の両面が必ずあります。最近
は、そのいいところが非常にもてはやされていて、も
う素人でもそれなりのものが作れるといったようなこ
とが、いわれていますけども。
　実際、現状で欠点も多くて、改善すべき点がいっぱ

《参考資料》 竹中銅器社のアルミ鋳物ダンベル

《参考資料》 アランムラミラー  

  「坩堝 ・ 鋳型一体型鋳造」

　 1 ： 坩堝を下で熔解

　 2 ： 熔解炉から取り出す

　 3 ～ 5 ： ゆっくりと反転する

　 6 ： 坩堝が上になった状態
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いあると思っています。例えば、粉末がものすごく高
いですね。原料代が高いということとか、装置自体
が通常金属の場合 1 億円以上します。ものすごく高
い。借りるにしても高い。時間もかかる。数量 100 個、
200 個作れない。ちっちゃいものは作れますけどね。
大きなもの作れるんですかっていったら、絶対作れな
いですね。真空槽の中に入れてちっちゃいものを作る
のには、向いています。だけど、大きいものは作れま
せんし、もっと大きな弱点としては、「鋳ぐるみ技法」
の美しい花器ありますよね。鋳ぐるみで作るようなも
のは、金属プリンターでは絶対にできないですね。

三船　 吹き分け技法（1 つの鋳型に異種の金属を流
し込んで色調を変える技法）はどうですか。

長柄　 吹き分けもそうですし、鋳ぐるみで、異種の
金属を組み合わせてやるようなものは作れないです
ね。多分、遠い将来、そういったような技術開発もさ
れるんだろうとは思うんですけども。現在、その一番
近いのは、ダイレクト・メタル・デポジションという
タイプなんですけど。それにしても、表面はゴツゴツ
ですよ。表面がきれいなものは作れない。
　現状では、すごく便利なツールが出てきたなという
感じで、みんなそれを勉強して、それを使ってやって
いくのが一番いいのかなというふうには思っていま
す。だから、嫌がるんじゃなくて、もうそういう技術
ができているわけですから、それをうまく利用すれば
いいと思うんです。たとえば、鋳物にできないものあ
るじゃないですか。複雑なものを作るとか。ペラッペ
ラの薄いものを立てて作るとか。鋳物では難しいよう
な形状のものは３D プリンターに任せて、鋳物と組み
合わせて使うとか、そういったような活かし方がいい
のかなというふうに考えています。

三船　 ありがとうございました。時間も残り少なく
なってきましたので、会場のみなさまからご質問があ
ればお受けしたいと思います。

参加者Ｂ　 明治の初期には、高岡銅器の職人は 100
人も 200 人も居たと思うんですね。けれど、現在ど
れだけ居るかっていうと、ただ鋳物を作る人は結構居
るんですけれども、技術的にうんぬんいいますと、非
常に少ない。20 人居るか、30 人は居ないと思うんで

すけれども。
　それで、 『温地図録』ってあるんですね。明治の 10
年から 14 年。そのときは、高岡銅器はどうして生き
てきたかっていうと、やっぱりデザインですね。私は、
ここで、富山大学がこういうふうな会を催したという
ことは。高岡に一番ないのは、デザインですね。作る
技術はあるんですね。ただ、デザインが足らないと思
うんです。高岡工芸高校の納富介次郎さんとか、いろ
いろデザイナーが昔はいたと思うんですけども。今の
高岡は、デザイナーをよそから呼んできて作っていま
す。けれども、本当に一生懸命になって専属にやって
くれるようなデザイナーが高岡に居ないわけですか
ら、富山大学がなにか協力して、高岡の業界と手を組
んでいただいて、その高岡に足らないデザイナーの部
分を埋めていただけると、高岡の銅器も、もっと発展
するんじゃないかと思っています。

大熊　  私は、その考え方には大反対なんですよ。ま
ず一つは、成功体験を忘れない限り、高岡の工芸産業
は、次の段階へいけないと思います。その成功体験は
明治期に味わったものですよ。この明治期の成功体験
があまりにも強く深いために、結局、高岡銅器という
過去のしがらみ、ないしは、亡霊といってもいいので
すけども、それに囚われちゃっているんじゃないか。
これは、やっぱりよろしくない。それから、もう一つ
は、地元の大学だったら、国立大学の先生にデザイン
を頼めばという、この発想自体が、もう既に二十世紀
の遺物的な発想です。それだったら、むしろ、高岡の
富山大学芸術文化学部で学んで有能なデザイナーに将
来なるような若者を、卒業後は自分たちの業界で育て
ていこうという考え方の方が、ずっと健全で建設的で
す。高岡出身だろうが他県出身者だろうが、有能な若
手人材はそのまま自分たちの街の財産にして、将来の
産業界を背負ってもらうぐらいのことを考えていただ
かないと、駄目でしょう。いつまでも地元の国立大学
に頼るっていうのは、昔のお上に頼ってみるという発
想と同じです。
　実は、この産学の試みを行ってきた産地工芸は、み
るところ日本各地で全部失敗しています。有田なんか
悲惨な状況です。ですから、これはおやめになったほ
うがいい。私が高岡である講演を行い、その後の昼食
会にも参加させていただいたときに、漆器についてな
んですけれども、「高岡短期大学って、今の芸術文化

《参考資料》 錫 22％高錫青銅の特性を生かし

た厚さ 0.5 ㎜ほどの軽い器。 鋳造後、 熱間鍛造

し焼入れで割れにくくしている。 （南インド ケララ州）

2009 年撮影

《参考資料》 南インド ケララ州 錫 22％高錫青銅の

熱間鍛造 （楽器 ： ゴング製作） 2009 年撮影
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学部の前身でさあ、俺たちの力で作ったんだから、学
部も先生も学生も俺たちのために一生懸命働いてくれ
よ」っていうから、それは分かりましたけども、じゃ、
卒業生は、雇ってもらえるのですかって尋ねると、そ
れは別だ。そんな余裕は無いっていうので、そんな虫
の良い話はないだろうと言い返した記憶があります。　　　　　
　明治まで、あるいは大正、そして 20 世紀までの成
功体験や過去の行政との関係の記憶が消えないまま、
この街は21世紀になってしまっている。その美しかっ
た思い出にずっと追いすがっている限りは、この街の
伝統産業には未来の繁栄はありえません。

参加者Ｂ　 今、大熊さんが言われたように、私の考
え方は浅はかかもしれませんけれども、そういうふう
に大学から、いろいろな業界にアドバイスを送ってい
ただけるんでしょうかね。

大熊　 それは可能ではあると思うのですけどもね。
ですが、まず、その前に伺いたいのは、高岡市のデザ
イン工芸センターっていうのは、あれは一体何の役割
を果たしているのでしょうね。県なり市がもう少し本
気で、皆さんの業界なら業界がどの方向に向いて行く
のかを考えた方が良い。何人も船頭が居て、向かいた
い方向が船頭の数だけ多方向に分散していくっていう
のは、決していい話ではありません。
　鋳物産業っていうのは、あらゆる工芸産業のなかで
も、一番難しい要素を抱えています。何が難しいのか
と申しますと、比較的量産しやすい、それから製品の
耐久性もある、そして、へたをすると生産過剰になり
やすいんですね。
　また、これは多分、鋳造の伝統的工芸品の三つの地
域が共通した悩みを抱えているのではないかと思うの
ですが、だんだんだんだん交通の便も良くなると、公
害の問題もあるから、もっと街の外で集中してやろう
と考えて、生産団地を建設する。ところがそうします
と、ここで過剰投資をしていきますから、投資を回収
するべく大量生産の動きに結びついてくる。大量生産
に結びつくと、また、余剰が出てきて、単価が下がっ
てしまう。その問題を解決するために、今度は多種生
産を試みますが、そうすると単価が上がり、買う人が
限られていく。そういう、負のスパイラルから切り離
した新たな方向を発想する必要がある。
　燕市がいまだにある程度、金属産業の街として、あ

るいはものづくりの街として成功し続けているのは、
あそこは、常に自己変貌を自らに課し続けているから
ですよ。和釘から洋釘。洋釘から、一時期、銅器。銅
器は、あきらめて、ステンレスの食器。食器もあきら
めて、今や、ほとんど情報機器の街になっています。
そんな中でも玉泉堂一軒だけが、伝統的工芸品と人間
国宝の居る家ということで、伝統と歴史を体現してい
る。それらが共存し、金属産業の街として一体化して
いるのですね。それは、県と市の主導力がすごかった
し、そもそも業界全体が、生き残りをかけて、同じ方
向へ行こうと意思を固めていたからなのです。
　一方、富山県の場合は、アルミ産業はある程度、密
に一体化しているようです。ところが、銅器産業の場
合には、とにかく、隣の店を出し抜いても自分のとこ
ろだけが売れればいい、自分のところだけが東京で、
海外でもてはやされればいいっていう考え方が強く
て、横につながんないですよ。結局の所は、個々は現
代的な会社組織の理念を体現してはおらず、外見は会
社形態であっても、実体は個人商店のままであるとい
うことなのでしょう。
　だから、今の段階でアドバイス申し上げられるとす
れば、まずは地ならしとして、業界の中で、未来への
進むべき方向を整理しておく必要がある。それがなさ
れない限り、一緒にデザインの有名教授が、ああだ、
こうだと言っても、多分、個々の企業単位でいいとこ
取りだけして業績が伸びるという話で終わってしま
う。しかしながら産地全体としては繁栄せずに、その
結果として、いつかは業界そのものが消滅するという
ことになりかねない。

三船　 社会が必要としなくなった青銅器は消えてき
たという事実があります。そのことは、歴史の事実で
あります。最近では、従来の仏壇から家具調仏壇に替
わって、仏壇が小さく狭くなってきています。それに
合わせた小型の新しい仏具をデザインしようという話
が 10 数年ほど前、高岡仏具協同組合から大学に来て、
私も組合との共同授業に関わりました（図 33・34）。
その後も、家具調仏壇の広がりは加速していて、仏壇
は、あるいは仏具はひょっとすると、遠い将来、家庭
からなくなってしまうのかもしれないと思わせます。
　30 年前、仏具は高岡銅器の優等生だった。他の製
品は売り上げが落ちても仏具だけは、と業界の方が
おっしゃっていたのを覚えています。ところが、仏壇

高岡仏具協同組合と高岡短期大学との 2004 年度

共同授業 （現代仏具などをデザインする） の学生

と組合員との未来の仏具などを考える討論会風景

学生の現代仏具などのデザインを見る高岡仏

具協同組合員の方々。 （組合員が約 40 枚の

デザイン画へコメントを書き討論会を行った）

33 34
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の状況が変わってきて、青銅鏡のように仏具が消える
かもしれない。そういう状況の中で、デザインで何か
新しい仏具をつくり消費を生むというようなことが難
しくなってきているのでは。
　大学が協力すれば、ヒット商品がすぐできるってい
うものではなくて、高岡に残っている伝統的な技術と
材質の特性、この技術と材質を生かした製品を考えて
いく。そういうところに立たなければ、仏具のデザイ
ンを考えていたら、仏具はなくなっていたという状況
になるんではないかと思います。

大熊　 すいません。パワーポイントの画像を切り替
えていただいてもいいですか。
　このピンク色の品も南部鉄瓶なのです。大学のデザ
インの先生が考えてくれたわけでない。行政の力に
頼っての結果でも無い。これは、ニューヨーク近代美
術館のカフェがオフィシャルに採用したんです。こち
らは、フランスでも成功した製品で、これもヒットを
飛ばしています。いずれも、自らの身を切る覚悟で、
自己変容を厭わなかったゆえの成果です。
　つまりこれぐらいのことを、高岡の皆さんは、一心
同体となって、ご自分たちでなさる覚悟がおありです
かって、私は伺いたいのです。皆さんが、遠い、いに
しえの成功体験を忘れない限りは、高岡銅器は終わり
ます。でも、私はそうなって欲しくないのです。です

から、そのためには助言は惜しみません。しかし、皆
さんご自身が産地全体のことを考えて自ら動き出さな
ければ、事態は何も変わりません。 
　ゆるキャラを楽しく考えている場合ではないので
す。このままでいけば、売れ行きはより頭打ちとなっ
ていくに決まっています。そして、成功した一、二件
のお店だけが残り、気がついたら、産地としての高岡
銅器は、消滅しているかもしれません。そうなったら、
文化としての鋳物どころの話ではないでしょう。

三船　 高岡にある富山大学の芸術文化学部は、教育・
研究において、地場産業、伝統文化をキーワードに今
後やっていきますという目標を作りました。そういっ
た目標で活動していくわけですけれども、今後の地域
との連携の方法というのは、やはり、これまでにない
視点で考えていかなければならないと感じました。
　四千年の青銅器の歴史を振り返り、未来に向けて新
たな考えでスタートできないか、というのが本日の
テーマでした。Ⅰ部の青銅器の歴史や技術史を踏まえ、
Ⅱ部が主にそういう話題でした。今後も引き続きこう
いった検討を続けていければと思います。
　予定時間を 7、8 分オーバーしました。これで終わ
りにいたします。本日は、お忙しい中、誠にありがと
うございました。

壇上風景 討論風景


